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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線端末装置及び基地局装置を有する無線アクセスシステムであって、
　前記基地局装置は、
　前記無線端末装置から通信要求を受信した場合に、前記無線端末装置と通信可能な自装
置及び他の基地局装置を含む周辺基地局装置の情報を取得する情報取得部と、
　各前記周辺基地局装置の通信負荷を取得する通信負荷取得部と、
　各前記周辺基地局装置の前記通信負荷及び識別情報を前記無線端末装置に送信する送信
部と、
　前記無線端末装置から通知された前記周辺基地局装置の中から選択された選択基地局装
置に前記無線端末装置の接続先を切り替える接続先切替部とを備え、
　前記無線端末装置は、
　各前記周辺基地局装置の信号強度を測定する信号強度測定部と、
　電源が投入された場合又は操作者からの基地局変更要求の入力を受けた場合に前記基地
局装置へ前記通信要求を送信し、各前記周辺基地局装置の前記信号強度、前記通信負荷及
び前記識別情報を受信し、前記信号強度及び前記通信負荷とともに各前記周辺基地局装置
の前記識別情報を操作者に選択可能に表示する表示制御部と、
　前記表示制御部が表示した前記周辺基地局装置の中から前記操作者に選択された前記選
択基地局装置の識別情報を前記基地局装置に通知する選択結果通知部とを備えた
　ことを特徴とする無線アクセスシステム。
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【請求項２】
　前記情報取得部は、前記周辺基地局の信号強度の測定結果を前記信号強度測定部から受
信し、受信した前記測定結果から周辺基地局装置の情報を取得することを特徴とする請求
項１に記載の無線アクセスシステム。
【請求項３】
　前記通信負荷取得部は、各前記周辺基地局装置のセルの圏内にある前記無線端末装置の
数及び通信データ量を前記通信負荷として取得することを特徴とする請求項１に記載の無
線アクセスシステム。
【請求項４】
　前記基地局装置は、
　前記通信負荷の情報を用いて前記周辺基地局装置毎のスループットを算出し、算出した
スループットが高い順に優先順位を決定する優先順位決定部をさらに備え、
　前記送信部は、各前記周辺基地局装置の前記通信負荷及び前記識別情報に加えて、各前
記周辺基地局装置の前記優先順位を特定の無線端末装置に送信し、
　前記表示制御部は、前記信号強度、前記通信負荷及び前記優先順位とともに各前記周辺
基地局装置の識別情報を前記操作者に選択可能に表示する
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の無線アクセスシステム。
【請求項５】
　前記基地局装置は、
　前記信号強度測定部による測定結果を基に、接続先とすることが可能な基地局装置が複
数存在する選択可能領域に、前記無線端末装置が存在するか否かを判定する判定部をさら
に備え、
　前記通信負荷取得部は、前記判定部により前記無線端末装置が選択可能領域に存在する
と判定された場合、前記通信負荷の情報を取得する
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載の無線アクセスシステム。
【請求項６】
　前記無線端末装置は、
　前記信号強度測定部は、信号強度の測定結果を定期的に情報取得部に送信し、
　各前記周辺基地局装置の前記信号強度、前記通信負荷及び前記識別情報を受信した前記
表示制御部が、前記操作者からの選択を受け付ける所定期間、前記信号強度測定部に前記
測定結果の送信を継続させる待機時間制御部をさらに備えたことを特徴とする請求項１～
５のいずれか一つに記載の無線アクセスシステム。
【請求項７】
　前記待機時間制御部は、前記表示制御部が各前記周辺基地局装置の前記信号強度、前記
通信負荷及び前記識別情報を受信したタイミングで前記所定期間をカウントするタイマを
起動させ、前記タイマが満了するまでの間、前記測定結果の送信を前記信号強度測定部に
継続させることを特徴とする請求項６に記載の無線アクセスシステム。
【請求項８】
　無線端末装置、基地局装置及び基地局管理装置を有する無線アクセスシステムであって
、
　前記基地局装置は、
　前記無線端末装置から通信要求を受信した場合に、前記無線端末装置と通信可能な自装
置及び他の基地局装置を含む周辺基地局装置の情報を取得する信号強度取得部と、
　前記周辺基地局装置の情報を前記基地局管理装置へ送信する送信部と、
　各前記周辺基地局装置の通信負荷の情報を前記基地局管理装置から受信し、各前記周辺
基地局装置の前記通信負荷及び識別情報を前記無線端末装置に送信する送信部と、
　前記無線端末装置から通知された前記周辺基地局装置の中から選択された選択基地局装
置に前記無線端末装置の接続先を切り替える接続先切替部とを備え、
　前記基地局管理装置は、
　前記周辺基地局装置の情報を前記送信部から取得し、各前記周辺基地局装置の前記通信
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負荷を取得し、前記基地局装置へ通知する通信負荷取得部を備え、
　前記無線端末装置は、
　各前記周辺基地局装置の信号強度を測定する信号強度測定部と、
　電源が投入された場合又は操作者からの基地局変更要求の入力を受けた場合に前記基地
局装置へ前記通信要求を送信し、各前記周辺基地局装置の前記信号強度、前記通信負荷及
び前記識別情報を受信し、前記信号強度及び前記通信負荷とともに各前記周辺基地局装置
の前記識別情報を操作者に選択可能に表示する表示制御部と、
　前記表示制御部が表示した前記周辺基地局装置の中から前記操作者に選択された前記選
択基地局装置の識別情報を前記基地局装置に通知する選択結果通知部とを備えた
　ことを特徴とする無線アクセスシステム。
【請求項９】
　無線端末装置及び基地局装置を有する無線アクセスシステムの制御方法であって、
　前記無線端末装置に、電源が投入された場合又は操作者からの基地局変更要求の入力を
受けた場合に前記基地局装置へ通信要求を送信させ、
　前記基地局装置に、
　前記無線端末装置から前記通信要求を受信した場合に、前記無線端末装置と通信可能な
基地局装置及び他の基地局装置を含む周辺基地局装置の情報を取得させ、
　各前記周辺基地局装置の通信負荷を取得させ、
　各前記周辺基地局装置の前記通信負荷及び識別情報を前記無線端末装置へ送信させ、
　前記無線端末装置に、
　各前記周辺基地局の信号強度を測定させ、
　各前記周辺基地局装置の前記信号強度、前記通信負荷及び前記識別情報を受信させ、
　前記信号強度及び前記通信負荷とともに各前記周辺基地局装置の前記識別情報を操作者
に選択可能に表示させ、
　表示した前記周辺基地局装置の中から前記操作者に選択された選択基地局装置の識別情
報を前記基地局装置へ通知させ
　前記基地局装置に、
　前記無線端末装置から前記選択基地局装置の通知を受けて、前記無線端末装置の接続先
を前記選択基地局装置に切り替えさせる
　ことを特徴とする無線アクセスシステムの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線アクセスシステム及び無線アクセスシステムの制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、スマートフォン端末や携帯電話などの無線端末の普及により、モバイルトラフィ
ックの増加が顕著である。そして、通信キャリアを取り巻く状況として、モバイルトラフ
ィックの増加により、高トラフィックに対する対策が求められている。
【０００３】
　この点、通信キャリアは、他の通信キャリアとの競争において、エリアのカバー率及び
人口カバー率などを重視してきた。しかし、競争の激化により、情報通信サービスに対し
てユーザが体感する品質、すなわちユーザ体感品質（ＱｏＥ：Quality　of　Experience
）を差別化ポイントとして重視するようになってきている。一般に、あるデータフローに
対するユーザ体感品質は、送受信完了に要する時間が長いほど劣化するといえる。
【０００４】
　一方、従来の無線通信システムでは、通信する無線基地局を選択する際に、その場での
電波状況やＲＡＴ（Radio　Access　Technology）の種類などを判断基準としていた。無
線基地局を選択するケースとしては、無線端末が電源をオンにした場合や、無線端末が無
線基地局のエリア間を移動してハンドオーバが発生する場合などが考えられる。従来の無
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線通信システムでは、そのような無線基地局の選択を行う場合、その際に測定した電波状
況がより良い無線基地局を選択する仕組みが用いられていた。
【０００５】
　無線基地局の選択方法としては、転送するデータの種類に応じて判定に用いる情報の種
類を変更する従来技術がある。また、ＰＥＲ（Packet　Error　Rate）を予測し、予測し
たＲＥＲを用いてスループットを予測して無線アクセスポイントを選択する従来技術があ
る。さらに、スループットの改善が見込まれる時のみハンドオーバを実施する従来技術が
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－１３４９９３号公報
【特許文献２】特開２００７－１１０３７３号公報
【特許文献３】特開２００８－２７０９９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、スマートフォン端末などの無線端末の利用者が増加することで、１つの
無線基地局が管理する無線端末の数が増加してきている。無線基地局あたりの管理する無
線端末数が増加するにしたがい、１台あたりのデータスループットの値は減少する。その
ため、無線基地局が管理する端末数が増加した場合、電波状況が良好であってもデータの
スループットが低下していることが考えられ、その場合ユーザ体感品質は劣化してしまう
。このため、従来のように、電波状況を基に無線基地局を選択した場合、ユーザ体感品質
の悪い無線基地局が選択されてしまうおそれがある。
【０００８】
　また、データの種類に応じて判定に用いる情報の種類を変更する従来技術を用いても、
ユーザ体感品質は考慮されておらず、ユーザ体感品質を向上させることは困難である。ま
た、スループットを予測して無線アクセスポイントを選択する従来技術では、実際のスル
ープットに応じたユーザ体感品質を反映することは困難である。さらに、スループットの
改善が見込まれる場合にハンドオーバを行う従来技術を用いても、単にハンドオーバ後の
改善を目指しており、ユーザ体感を向上させることは困難である。
【０００９】
　開示の技術は、上記に鑑みてなされたものであって、ユーザ体感品質を向上させる無線
アクセスシステム及び無線アクセスシステムの制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本願の開示する無線アクセスシステム及び無線アクセスシステムの制御方法は、一つの
態様において、無線端末装置及び基地局装置を有する。前記基地局装置は、情報取得部、
通信負荷取得部、送信部及び接続先切替部を有する。情報取得部は、前記無線端末装置か
ら通信要求を受信した場合に、前記無線端末装置と通信可能な自装置及び他の基地局装置
を含む周辺基地局装置の情報を取得する。通信負荷取得部は、各前記周辺基地局装置の通
信負荷を取得する。送信部は、各前記周辺基地局装置の前記通信負荷及び識別情報を前記
無線端末装置に送信する。接続先切替部は、前記無線端末装置から通知された前記周辺基
地局装置の中から選択された選択基地局装置に前記無線端末装置の接続先を切り替える。
前記無線端末装置は、信号強度測定部、表示制御部及び選択結果通知部を備える。信号強
度測定部は、各前記周辺基地局装置の信号強度を測定する。表示制御部は、電源が投入さ
れた場合又は操作者からの基地局変更要求の入力を受けた場合に前記基地局装置へ前記通
信要求を送信し、各前記周辺基地局装置の前記信号強度、前記通信負荷及び前記識別情報
を受信し、前記信号強度及び前記通信負荷とともに各前記周辺基地局装置の前記識別情報
を操作者に選択可能に表示する。選択結果通知部は、前記表示制御部が表示した前記周辺
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基地局装置の中から前記操作者に選択された前記選択基地局装置の識別情報を前記基地局
装置に通知する。
【発明の効果】
【００１１】
　本願の開示する無線アクセスシステム及び無線アクセスシステムの制御方法の一つの態
様によれば、ユーザ体感品質を向上させることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、無線アクセスシステムの全体構成の一例を表す概略図である。
【図２】図２は、実施例１に係る無線アクセスシステムのブロック図である。
【図３】図３は、周辺基地局の電波強度の測定結果の一例を表す図である。
【図４】図４は、選択可能エリアの判定基準を表す図である。
【図５】図５は、無線端末装置の在圏エリアを説明するための図である。
【図６】図６は、ハンドオーバ実施の判定条件を表す図である。
【図７】図７は、実施例１に係る周辺基地局リストの一例の図である。
【図８】図８は、実施例１に係る基地局選択画面の一例の図である。
【図９】図９は、実施例１に係る無線アクセスシステムにおける接続先の基地局選択画面
の提供処理のシーケンス図である。
【図１０】図１０は、基地局選択後の接続先変更処理のシーケンス図である。
【図１１】図１１は、接続先選択中にＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔが送信された
場合の処理のシーケンス図である。
【図１２】図１２は、無線端末装置が選択不可エリアに在圏している場合の無線アクセス
システムの処理のシーケンス図である。
【図１３】図１３は、ハンドオーバ条件を満たした場合のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐ
ｏｒｔの送信処理のシーケンス図である。
【図１４】図１４は、利用者からリストの更新要求を受けた場合の測定結果通知処理のシ
ーケンス図である。
【図１５】図１５は、実施例１に係る無線アクセスシステムにおける選択により接続先切
替のフローチャートである。
【図１６】図１６は、実施例２に係る無線アクセスシステムのブロック図である。
【図１７】図１７は、実施例２に係る周辺基地局リストの一例を示す図である。
【図１８】図１８は、実施例２に係る基地局選択画面の一例の図である。
【図１９】図１９は、基地局管理装置のハードウェア構成図である。
【図２０】図２０は、基地局装置のハードウェア構成図である。
【図２１】図２１は、無線端末装置のハードウェア構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、本願の開示する無線アクセスシステム及び無線アクセスシステムの制御方法の
実施例を図面に基づいて詳細に説明する。なお、以下の実施例により本願の開示する無線
アクセスシステム及び無線アクセスシステムの制御方法が限定されるものではない。
【実施例１】
【００１４】
　図１は、無線アクセスシステムの全体構成の一例を表す概略図である。無線アクセス装
置は、例えば、ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）網及び３Ｇ（3rd　Generation）網を有
する。
【００１５】
　ＬＴＥ網には、例えば、ＰＧＷ（PDN（Packet　Data　Network）　Gateway）１１、Ｓ
ＧＷ（Serving　Gateway）１２及びｅＮＢ（Evolved　Node　B）１３が配置される。ＰＧ
Ｗ１１及びＳＧＷ１２は、コアネットワークであるＥＰＣ（Evolved　Packet　Core）１
４を形成する。また、ｅＮＢ１３は、無線ネットワークであるＥ－ＵＴＲＡＮ（Evolved
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　Universal　Radio　Access　Network）１５を形成する。ＵＥ（User　Equipment）４０
は、無線通信端末である。以下では、ＵＥ４０を用いて無線アクセスシステムを利用する
ユーザを「利用者」という。
【００１６】
　ＰＧＷ１１は、パケット網ＰＤＮ（Packet　Data　Network）３０に接続する。ＰＧＷ
１１は、外部のインターネットや企業イントラネットなどに接続するためのゲートウェイ
である。ＳＧＷ１２は、ユーザデータのパケットデータであるＵ－ｐｌａｎｅを扱うゲー
トウェイである。
【００１７】
　ｅＮＢ１３は、基地局装置である。ｅＮＢ１３は、ＵＥ４０との間で無線通信によりデ
ータの送受信を行う。ｅＮＢ１３は、ＵＥ４０から受信したデータをＳＧＷ１２へ送信す
る。ｅＮＢ１３が受信したＵＥ４０からのデータは、ＳＧＷ１２及びＰＧＷ１１を介して
パケット網ＰＤＮ３０へ送信される。また、パケット網ＰＤＮ３０から送信されたデータ
は、ＰＧＷ１１及びＳＧＷ１２を介してｅＮＢ１３へ送信される。そして、ｅＮＢ１３は
、受信したデータをＵＥ４０へ送信する。
【００１８】
　３Ｇ網には、例えば、ＧＧＳＮ（Gateway　GPRS（General　Packet　Radio　Service）
　Support　Node）２１及びＳＧＳＮ（Serving　GPRS　Support　Node）２２が配置され
る。さらに、３Ｇ網には、ＲＮＣ（Radio　Network　Controller）２３及びＮｏｄｅＢ２
４が配置される。ＧＧＳＮ２１及びＳＧＳＮ２２は、パケット交換に基づくサービスを提
供するＰＳ（Packet　Switched）ドメイン２５を形成する。また、ＲＮＣ２３及びＮｏｄ
ｅＢ２４は、無線ネットワークであるＵＴＲＡＮ２６を形成する。
【００１９】
　ＧＧＳＮ２１は、パケット網ＰＤＮ３０に接続する。ＧＧＳＮ２１は、外部のインター
ネットや企業イントラネットなどに接続するためのゲートウェイである。ＳＧＳＮ２２は
、３Ｇ無線アクセスにおける端末の移動管理やセキュリティ制御などを行うゲートウェイ
である。
【００２０】
　ＮｏｄｅＢ２４は、３Ｇ通信における無線基地局の下位局である。また、ＲＮＣ２３は
、ＮｏｄｅＢ２４の上位局であり、無線ネットワーク制御を行う。ＮｏｄｅＢ２４は、Ｕ
Ｅ４０との間で無線通信によりデータを受信し、ＲＮＣ２３へ転送する。ＲＮＣ２３は、
ＵＥ４０からのデータをＳＧＳＮ２２及びＧＧＳＮ２１を介してパケット網ＰＤＮ３０へ
送信する。また、パケット網ＰＤＮ３０から送信されたデータは、ＧＧＳＮ２１及びＳＧ
ＳＮ２２を介してＲＮＣ２３へ送信される。そして、ＲＮＣ２３は、受信したデータをＮ
ｏｄｅＢ２４を介してＵＥ４０へ送信する。
【００２１】
　例えば、以下に説明する本実施例に係る基地局管理装置１の各機能は、３Ｇ網であれば
ＧＧＳＮ２１又はＳＧＳＮ２２に搭載されてもよいし、またＬＴＥ網であればＰＧＷ１１
やＳＧＷ１２に搭載されてもよい。また、例えば、以下に説明する本実施例に係る基地局
装置２の各機能は、３Ｇ網であればＲＮＣ２３に搭載されてもよいし、またＬＴＥ網であ
ればｅＮＢ１３に搭載されてもよい。さらに、ＵＥ４０は、以下に説明する本実施例に係
る無線端末装置３の各機能を搭載することができる。
【００２２】
　次に、図２を参照して、本実施例に係る基地局管理装置１、基地局装置２及び無線端末
装置３について説明する。図２は、実施例１に係る無線アクセスシステムのブロック図で
ある。以下では、基地局装置２の情報を対象として接続先の切り替えを説明するが、実際
には、例えば、基地局装置２と特定する情報としてその基地局装置２のセルの情報を用い
てもよい。
【００２３】
　基地局装置２は、データ送受信部２０１、エリア判定部２０２、リスト作成部２０３、
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ＭＣ（Measurement　Control）管理部２０４及びハンドオーバ処理部２０５を有する。以
下では、基地局装置２が、無線端末装置３の接続先となっているもしくは接続先として選
択される場合で説明する。ここで、無線端末装置３と接続している基地局装置２は、「サ
ービングセル」という。
【００２４】
　データ送受信部２０１は、基地局管理装置１のデータ送受信部１０１と有線又は無線で
接続する。また、データ送受信部２０１は、無線端末装置３のデータ送受信部３０１と無
線で接続する。そして、データ送受信部２０１は、データ送受信部１０１及びデータ送受
信部３０１とデータの送受信を行う。
【００２５】
　データ送受信部２０１は、無線端末装置３の電源がオンになった場合及び無線端末装置
３が利用者からの基地局変更要求の入力を受けた場合に、データ送受信部２０１から通信
要求を受ける。ここで、電源オンの場合、無線端末装置３によって仮のサービング基地局
として選択された基地局装置２が通信要求を受ける。そして、データ送受信部３０１は、
各周辺基地局装置との間の電波強度の測定結果を、選択した基地局装置２のデータ送受信
部２０１へ送信する。
【００２６】
　データ送受信部２０１は、無線端末装置３との間で無線リソースを確立する。その後、
データ送受信部２０１は、無線端末装置３の周辺基地局の電波強度の測定結果をデータ送
受信部３０１から受信する。ここで、周辺基地局装置とは、無線端末装置３の周辺に存在
する基地局装置２であり、具体的には、無線端末装置３が信号を受信可能な全ての基地局
装置２である。データ送受信部２０１は、周辺基地局の電波強度の測定結果をエリア判定
部２０２へ送信する。
【００２７】
　また、データ送受信部２０１は、無線端末装置３がハンドオーバ条件に一致した場合、
無線端末装置３の周辺基地局の電波強度の測定結果を含むＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐ
ｏｒｔをデータ送受信部３０１から受信する。そして、データ送受信部２０１は、周辺基
地局の電波強度の測定結果をエリア判定部２０２へ送信する。
【００２８】
　図３は、周辺基地局の電波強度の測定結果の一例を表す図である。データ送受信部２０
１は、周辺基地局の電波強度の測定結果の通知として、図３に示す測定結果テーブル４０
１をエリア判定部２０２へ送信してもよい。データ送受信部２０１は、例えば、測定結果
テーブル４０１において、各基地局装置２の識別情報としてその基地局装置２のセルの識
別子であるＣｅｌｌ　ＰＣＩ（Physical　Cell　Identifier）を登録する。さらに、デー
タ送受信部２０１は、測定結果テーブル４０１に各Ｃｅｌｌ　ＰＣＩに対応して電波強度
を登録する。以下では、周辺基地局装置のセルを、「近隣セル」という。そして、データ
送受信部２０１は、各情報を登録した測定結果テーブル４０１をエリア判定部２０２へ送
信する。
【００２９】
　その後、無線端末装置３のハンドオーバの実施が決定された場合、データ送受信部２０
１は、ハンドオーバの実施の通知をハンドオーバ処理部２０５から受ける。そして、デー
タ送受信部２０２は、ハンドオーバの実施の命令をデータ送受信部３０１へ送信する。
【００３０】
　これに対して、ハンドオーバを実施せずに接続先の基地局装置２の選択を利用者に行わ
せる場合、データ送受信部２０１は、無線端末装置３の近隣にある基地局装置２のリスト
である周辺基地局リストをリスト作成部２０３から受信する。周辺基地局リストについて
は後で詳細に説明する。そして、データ送受信部２０１は、周辺基地局リストをデータ送
受信部１０１へリスト更新要求とともに送信する。
【００３１】
　その後、データ送受信部２０１は、リスト更新要求に対する応答として更新された周辺
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基地局リストをデータ送受信部１０１から受信する。そして、データ送受信部２０１は、
ＭＣ管理部２０４に更新された周辺基地局リストとともにＭｅｇｅｒｍｅｎｔＣｏｎｔｒ
ｏｌの作成要求を送信する。
【００３２】
　その後、データ送受信部２０１は、接続先の基地局装置２を利用者に選択させるための
ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌ、すなわち、更新された周辺基地局リストに記載
の内容が格納されたＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをＭＣ管理部２０４から受信
する。以下では、接続先の基地局装置２を利用者に選択させるためのＭｅａｓｕｒｅｍｅ
ｎｔＣｏｎｔｒｏｌを、「選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌ」という。そし
て、データ送受信部２０１は、選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをデータ送
受信部３０１へ送信する。
【００３３】
　さらに、その後、データ送受信部２０１は、接続先として利用者により選択された基地
局装置２（以下では、「選択基地局装置」という。）の情報をデータ送受信部３０１から
受信する。そして、データ送受信部２０１は、選択基地局装置の情報をハンドオーバ処理
部２０５へ送信する。
【００３４】
　また、ハンドオーバは実施しないが基地局装置２の選択も利用者に行わせない場合、デ
ータ送受信部２０１は、通常のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをＭＣ管理部２０
４から受信する。通常のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌには、ハンドオーバの閾
値及び周辺基地局の候補のリストが格納されている。そして、データ送信部２０１は、Ｍ
ｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをデータ送受信部３０１へ送信する。ここで、通常
のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌとは、選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔ
ｒｏｌと異なり、無線端末装置３に対して、単にハンドオーバ条件を満たした場合にＭｅ
ａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを送信させるための信号である。ハンドオーバ条件とは
、例えば、送信したハンドオーバの閾値を信号以上に受信強度がなった場合にＭｅａｓｕ
ｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを送信させるなどといった条件である。
【００３５】
　エリア判定部２０２は、予め決められたエリア判定閾値を有する。本実施例では、エリ
ア判定部２０２は、エリア判定閾値として１５ｄｂｍを記憶する。実際には、エリア判定
閾値は、無線アクセスシステムの運用状態に合わせて設定されることが好ましい。
【００３６】
　エリア判定部２０２は、周辺基地局の電波強度の測定結果の入力をデータ送受信部２０
１から受ける。そして、エリア判定部２０２は、周辺基地局装置の中から１つ基地局装置
２を選択する。そして、エリア判定部２０２は、サービングセルの電波強度と選択した基
地局装置２の近隣セルの電波強度とを用いて、図４に表す条件４０２を用いて無線端末装
置３の所在エリアが選択可能エリアか否かを判定する。図４は、選択可能エリアの判定基
準を表す図である。ここで、選択可能エリアとは、無線端末装置３がそのエリアに在圏す
る場合に、接続先の候補として複数の基地局装置２を有することになるエリアを指す。
【００３７】
　例えば、図５に示すように基地局装置２が２つ配置されており、２つのセルが重なるエ
リア５０１と１つのセルにのみ覆われるエリア５０２がある場合で説明する。図５は、無
線端末装置の在圏エリアを説明するための図である。無線端末装置３がエリア５０１に在
圏する場合、無線端末装置３は、２つの基地局装置２から１つを接続先として選択するこ
とができる。すなわち、エリア５０１は、選択可能エリアである。これに対して、無線端
末装置３がエリア５０２に在圏する場合、無線端末装置３は、在圏するエリアの基地局装
置２のみを接続先として選ぶことができ、他の基地局装置２を選択することは困難である
。すなわち、エリア５０２は、選択不可エリアである。
【００３８】
　エリア判定部２０２は、サービングセルと選択した基地局装置２の近隣セルとの電波強
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度の差の絶対値を求める。そして、エリア判定部２０２は、求めた値が１５ｄｂｍ未満か
否かを判定する。求めた値が１５ｄｂｍ未満の場合、エリア判定部２０２は、条件４０２
に示すように無線通信装置３が選択可能エリアに在圏すると判定する。また、求めた値が
１５ｄｂｍより小さい場合、エリア判定部２０２は、条件４０２に示すように無線端末装
置３が選択不可エリアに在圏すると判定する。
【００３９】
　さらに、エリア判定部２０２は、ハンドオーバ閾値を予め記憶している。そして、エリ
ア判定部２０２は、サービングセルの電波強度がハンドオーバ閾値未満か否かを判定する
。ハンドオーバ閾値以上であれば、エリア判定部２０２は、以下の処理を実施する。すな
わち、エリア判定部２０２は、基地局装置２が選択可能エリアに在圏する場合、周辺基地
局リストの作成要求とともに周辺基地局情報をリスト作成部２０３へ送信する。これに対
して、基地局装置２が選択不可エリアに在圏する場合、エリア判定部２０２は、選択用Ｍ
ｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌの作成要求をＭＣ管理部２０４へ送信する。
【００４０】
　これに対して、サービングセルの電波強度がハンドオーバ閾値未満の場合、エリア判定
部２０２は、図６に示す条件４０３にしたがって、ハンドオーバを実施するか否かを判定
する。図６は、ハンドオーバ実施の判定条件を表す図である。すなわち、エリア判定部２
０２は、サービングセルの電波強度がハンドオーバ閾値未満であっても、無線端末装置３
が在圏するエリアが選択可能エリアの場合、ハンドオーバを実施しないと判定する。そし
て、エリア判定部２０２は、周辺基地局リストの作成要求とともに周辺基地局情報をリス
ト作成部２０３へ送信する。これに対して、サービングセルの電波強度がハンドオーバ閾
値未満であって且つ基地局装置２が選択不可エリアに在圏する場合、エリア判定部２０２
は、ハンドオーバを実施すると判定する。次に、エリア判定部２０２は、周辺基地局の電
波強度の測定結果からハンドオーバ先の基地局装置２を特定する。そして、エリア判定部
２０２は、ハンドオーバ先の基地局装置２の情報をハンドオーバ処理部２０５へ通知する
。
【００４１】
　リスト作成部２０３は、周辺基地局リストの作成要求とともに周辺基地局情報をエリア
判定部２０２から受信する。そして、リスト作成部２０３は、周辺基地局装置毎に、接続
している無線端末装置３の数を表すユーザ数及び下りデータの空き容量を表す空き下りデ
ータ量の登録欄を有する図７に示す周辺基地局リスト４０４を作成する。図７は、実施例
１に係る周辺基地局リストの一例の図である。ここでは、ユーザ数及び空き下りデータ量
ともに不明であるので、リスト作成部２０３は、いずれも空欄にする。そして、リスト作
成部２０３は、データ送受信部２０１に周辺基地局リストを送信する。
【００４２】
　ＭＣ管理部２０４は、基地局管理装置１により更新された図７に示す周辺基地局リスト
４０５をデータ送受信部２０１から受信する。そして、ＭＣ管理部２０４は、周辺基地局
リスト４０５の情報を格納した選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌを作成する
。すなわち、選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌは、周辺基地局装置のＣｅｌ
ｌ　ＰＣに対応させてユーザ数及び空き下りデータ量を格納する。さらに、選択用Ｍｅａ
ｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌは、通常のＭｅｇｅｒｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌと同様に
ハンドオーバの閾値を格納する。そして、ＭＣ管理部２０４は、選択用Ｍｅａｓｕｒｅｍ
ｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをデータ送受信部２０１へ送信する。
【００４３】
　また、ＭＣ管理部２０４は、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌの作成要求をエリ
ア判定部２０２から受信する。次に、ＭＣ管理部２０４は、通常のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎ
ｔＣｏｎｔｒｏｌを作成する。そして、ＭＣ管理部２０４は、通常のＭｅａｓｕｒｅｍｅ
ｎｔＣｏｎｔｒｏｌをデータ送受信部２０１へ送信する。
【００４４】
　ハンドオーバ処理部２０５は、サービングセルの信号強度がハンドオーバの閾値未満と
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なり且つ無線端末装置３が選択可能エリアに在圏しない場合、ハンドオーバ先のセルの情
報をエリア判定部２０２から受信する。そして、ハンドオーバ処理部２０５は、データ送
受信部２０１及び基地局管理装置１を介してハンドオーバ先のセルを有する基地局装置２
へハンドオーバの情報を通知する。さらに、ハンドオーバ処理部２０５は、データ送受信
部２０１を介して無線端末装置３へハンドオーバ先のセルへのハンドオーバの実施を指示
する。
【００４５】
　また、ハンドオーバ処理部２０５は、無線端末装置３が選択可能エリアに在圏する場合
、利用者により接続先の基地局装置２として選択された選択基地局装置の情報をデータ送
受信部２０１から受信する。そして、ハンドオーバ処理部２０５は、データ送受信部２０
１及び基地局管理装置１を介して選択基地局装置へハンドオーバの情報を通知する。さら
に、ハンドオーバ処理部２０５は、データ送受信部２０１を介して無線端末装置３へ選択
基地局へのハンドオーバの実施を指示する。
【００４６】
　基地局管理装置１は、データ送受信部１０１、リスト管理部１０２、基地局情報管理部
１０３及び接続管理部１０４を有する。
【００４７】
　データ送受信部１０１は、基地局装置２のデータ送受信部２０１と接続する。そして、
データ送受信部１０１は、データ送受信部２０１との間でデータの送受信を行う。
【００４８】
　例えば、データ送受信部１０１は、基地局装置２に接続した無線端末装置３の情報及び
接続が切断された無線端末装置３の情報をデータ送受信部２０１から取得する。そして、
基地局装置２と接続した又は切断が行われた無線端末装置３の情報を基地局情報管理部１
０３へ送信する。
【００４９】
　また、データ送受信部１０１は、他の基地局装置２から受信したデータや上位のネット
ワーク（不図示）から受信した無線端末装置３宛てのデータをデータ送受信部２０１へ送
信する。以下では、基地局装置２から無線端末装置３へ向かうデータを、「下りデータ」
という。そして、データ送受信部１０１は、下りデータのデータ量を基地局情報管理部１
０３へ送信する。
【００５０】
　また、データ送受信部１０１は、図７に示される周辺基地局リスト４０４をリストの更
新要求とともにデータ送受信部２０１から受信する。そして、データ送受信部１０１は、
周辺基地局リスト４０４をリスト管理部１０２へリストの更新要求とともに送信する。
【００５１】
　その後、データ送受信部１０１は、リストの更新要求の応答として、図７に示す更新さ
れた周辺基地局リスト４０５を受信する。そして、データ送受信部１０１は、更新された
周辺基地局リスト４０５をデータ送受信部２０１へ送信する。
【００５２】
　接続管理部１０４は、基地局装置２からの無線端末装置３の認証要求を受信する。そし
て、接続管理部１０４は、認証を行い、接続の可否を無線端末装置３に通知する。認証が
成功した場合、接続管理部１０４は、基地局装置２と無線端末装置３との接続の情報を基
地局情報管理部１０３へ格納する。
【００５３】
　また、接続管理部１０４は、基地局装置２から無線端末装置３の切断要求を受ける。そ
して、接続管理部１０４は、基地局装置２と無線端末装置３との接続の切断の情報を基地
局装置２から受信する。接続管理部１０４は、接続の切断の可否を無線端末装置３に通知
する。切断が成功した場合、接続管理部１０４は、切断による基地局装置２と無線端末装
置３との接続の解消を基地局情報管理部１０３へ通知する。
【００５４】
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　基地局情報管理部１０３は、ハードディスクなどの記憶媒体を有する。そして、基地局
情報管理部１０３は、各基地局装置２の下りデータのデータ量をデータ送受信部１０１か
ら受信する。また、基地局情報管理部１０３は、基地局装置２に接続した無線端末装置３
の情報及び基地局装置２との接続を切断した無線端末装置３の情報を接続管理部１０４か
ら受信する。そして、基地局情報管理部１０３は、基地局装置２毎に、接続する無線端末
装置３の数であるユーザ数及び下りデータのデータ量を格納する。
【００５５】
　リスト管理部１０２は、リストの更新要求及び周辺基地局リスト４０４をデータ送受信
部１０１から受信する。リストの更新要求を受信すると、リスト管理部１０２は、基地局
情報管理管理部１０３から周辺基地局リスト４０４に登録されているＣｅｌｌ　ＰＣＩに
対応するユーザ数及び下りデータ量（Ｃ）を基地局管理ＤＢから取得する。ここで、リス
ト管理部１０２は、各基地局装置２の下りの最大データ容量（Ｃｍａｘ）を記憶している
。そして、リスト管理部１０２は、最大データ容量（Ｃｍａｘ）から下りデータ量（Ｃ）
を減算して、空き下りデータ量を算出する。
【００５６】
　次に、リスト管理部１０２は、受信した周辺基地局リスト４０４に、各Ｃｅｌｌ　ＰＣ
Ｉに対応するユーザ数及び空き下りデータ量を登録し、図７における更新後の周辺基地局
リスト４０５を生成する。そして、リスト管理部１０２は、生成した周辺基地局リスト４
０５をデータ送受信部１０１へ送信する。
【００５７】
　無線端末装置３は、データ送受信部３０１、電波強度測定部３０２、リスト管理部３０
３、表示制御部３０４、ＭＲ（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ）作成部３０５及
び表示部３０６を有する。
【００５８】
　データ送受信部３０１は、データ送受信部２０１と無線で接続する。そして、データ送
受信部３０１は、データ送受信部２０１との間でデータの送受信を行う。
【００５９】
　電源オン時、データ送受信部３０１は、各周辺基地局装置との間の電波強度の測定結果
を電波強度測定部３０２から取得する。そして、データ送受信部３０１は、取得した各周
辺基地局装置との間の電波強度から最も電波強度が強い基地局装置２を仮のサービング基
地局として選択する。そして、データ送受信部３０１は、各周辺基地局装置との間の電波
強度の測定結果を、選択した基地局装置２のデータ送受信部２０１へ送信する。
【００６０】
　また、データ送受信部３０１は、通常のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをデー
タ送受信部２０１から受信する。そして、データ送受信部３０１は、受信した通常のＭｅ
ａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをＭＲ作成部３０５へ送信する。その後、ハンドオー
バ条件が満たされた場合、データ送受信部３０１は、各周辺基地局装置との間の電波強度
の測定結果を含むＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔをＭＲ作成部３０５から取得する
。そして、データ送受信部３０１は、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔをデータ送受
信部２０１へ送信する。
【００６１】
　また、利用者からリスト更新要求が入力された場合、データ送受信部３０１は、各周辺
基地局装置との間の電波強度の測定結果を電波強度測定部３０２から取得する。そして、
データ送受信部３０１は、取得した各周辺基地局装置との間の電波強度の測定結果をデー
タ送受信部２０１へ送信する。
【００６２】
　また、データ送受信部３０１は、選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをデー
タ送受信部２０１から受信する。そして、データ送受信部３０１は、選択用Ｍｅａｓｕｒ
ｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをリストの更新要求とともにリスト管理部３０３へ送信する。
【００６３】
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　ここで、データ送受信部３０１は、ペンディングタイマを有している。このペンディン
グタイマは、選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌに格納されている周辺基地局
リストの情報に基づく接続先の基地局装置２の選択を利用者から受け付ける待機時間を計
測するタイマである。データ送受信部３０１は、リストの更新要求をリスト管理部３０３
へ送信した後ペンディングタイマによるカウントを開始する。そして、データ送受信部３
０１は、ペンディングタイマが満了するまでの時間、電波強度測定部３０２から周辺基地
局の電波強度の測定結果を受信する。そして、データ送受信部３０１は、受信した周辺基
地局の電波強度の測定結果をデータ送受信部２０１へ送信する。これにより、ペンディン
グタイマが満了するまでの期間、基地局装置２による接続先の切り替えのハンドオーバ処
理が実行されるのを抑制し、利用者が接続先の基地局装置２を選択する期間を確保するこ
とができる。
【００６４】
　その後、利用者による接続先の基地局装置２の選択を受けて、データ送受信部３０１は
、選択基地局装置を接続先として指定するＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔをＭＲ作
成部３０５から受ける。そして、データ送受信部３０１は、選択基地局装置を接続先とし
て指定するＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔをデータ送受信部２０１へ送信する。
【００６５】
　電波強度測定部３０２は、周辺基地局装置から送信された電波を取得し電波強度を定期
的に測定する。そして、電波強度測定部３０２は、測定結果をＭＲ作成部３０５へ送信す
る。
【００６６】
　また、電波強度測定部３０２は、選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌが送ら
れてきた場合、電波強度の測定要求をリスト管理部３０３から受ける。そして、電波強度
測定部３０２は、周辺基地局装置の電波強度を測定する。その後、電波強度測定部３０２
は、周辺基地局装置の電波強度の測定結果をリスト管理部３０３へ送信する。
【００６７】
　また、電波強度測定部３０２は、リスト更新要求が利用者から指示された場合、電波強
度の測定要求を表示制御部３０４から受ける。そして、電波強度測定部３０２は、周辺基
地局装置の電波強度を測定する。その後、電波強度測定部３０２は、周辺基地局装置の電
波強度の測定結果をデータ送受信部３０１へ送信する。
【００６８】
　リスト管理部３０３は、選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをリストの更新
要求とともにデータ送受信部３０１から受信する。そして、リスト管理部３０３は、選択
用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌに記載されているＣｅｌｌ　ＰＣＩ、並びに、
各Ｃｅｌｌ　ＰＣＩに対応する電波強度、ユーザ数及び空き下りデータ量を抽出する。
【００６９】
　次に、リスト管理部３０３は、抽出したＣｅｌｌ　ＰＣＩに対応する基地局装置２の電
波強度の測定要求を電波強度測定部３０２に送信する。その後、リスト管理部３０３は、
電波強度の測定結果を電波強度測定部３０２から受信する。
【００７０】
　次に、リスト管理部３０３は、選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌに記載さ
れている各基地局装置２の電波強度を、電波強度測定部３０２から受信した測定結果に更
新する。そして、リスト管理部３０３は、電波強度を更新した各基地局装置２のＣｅｌｌ
　ＰＣＩ、並びに、それに対応する電波強度、ユーザ数及び空き下りデータ量を表示制御
部３０４へ送信する。
【００７１】
　表示制御部３０４は、各基地局装置２のＣｅｌｌ　ＰＣＩ、並びに、それに対応する電
波強度、ユーザ数及び空き下りデータ量をリスト管理部３０３から受信する。次に、表示
制御部３０４は、予め決められたフォーマットに受信した情報を記載して、図８に示すよ
うな接続先の基地局装置２を選択させる基地局選択画面４０６を生成する。図８は、実施
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例１に係る基地局選択画面の一例の図である。そして、表示制御部３０４は、生成した基
地局表示画面４０６をモニタなどの表示部３０６に表示させる。
【００７２】
　基地局表示画面４０６は、接続先とする基地局装置２のＣｅｌｌ　ＰＣＩを選択し、セ
ル選択ボタンを押下することで、選んだＣｅｌｌ　ＰＣＩを有する基地局装置２が接続先
として入力される画面である。利用者は、基地局選択画面４０６の電波状況、ユーザ数及
び空き下りデータ量を確認して、接続先とする基地局装置２を決定する。
【００７３】
　ここで、電波強度が強いほど通信状態が良い基地局装置２である。また、ユーザ数が多
いほど、負荷が高いので、通信速度が低下する恐れがある。また、空き下りデータ量が多
いほど、使用できる帯域が広いので、通信速度が向上する可能性がある。そこで、利用者
は、電波強度が強く、ユーザ数が少なく、空き下りデータ量が多い基地局装置２を選択す
ることで、より快適な通信環境を得ることができる。特に、利用者は、ユーザ数が少なく
、空き下りデータ量が多い基地局装置２を選択することで、通信負荷の低い基地局装置２
に無線端末装置３を接続させることができ、ユーザ体感品質を向上させることができる。
【００７４】
　表示制御部３０４は、利用者から入力された接続先として選択された基地局装置２であ
る選択基地局装置のＣｅｌｌ　ＰＣＩなどの情報を取得する。そして、表示制御部３０４
は、選択基地局装置の情報をＭＲ作成部３０５へ送信する。
【００７５】
　また、表示制御部３０４は、新しい周辺基地局リストに基づく基地局選択画面を表示さ
せるためのリスト更新要求を利用者から受信した場合、周辺基地局装置の電波強度の測定
要求を電波強度測定部３０２へ送信する。
【００７６】
　ＭＲ作成部３０５は、選択基地局装置の情報を表示制御部３０４から受信する。次に、
ＭＲ作成部３０５は、通知された選択基地局装置を接続先として指定するＭｅａｓｕｒｅ
ｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを生成する。
【００７７】
　具体的には、ＭＲ作成部３０５は、選択基地局装置がサービングセルとなるように、選
択基地局装置の電波強度を、その時点で最も電波強度が良い基地局装置２よりも良い値に
修正する。より詳しくは、ＭＲ作成部３０５は、その時点で最も電波強度が良い基地局装
置２の電波状況よりもエリア判定を行う場合のエリア判定閾値より大きくなるように選択
基地局装置の電波強度を修正する。例えば、エリア判定閾値が「１５ｄＢｍ」である場合
、ＭＲ作成部３０５は、選択基地局装置の電波強度をその時点で最も電波強度が良い基地
局装置２の電波状況に「１６ｄｂｍ」加えた値とする。そして、ＭＲ作成部３０５は、修
正した周辺基地局装置の電波強度を含むＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを生成する
ことで、通知された選択基地局装置を接続先として指定するＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅ
ｐｏｒｔを生成する。これにより、送信したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔに基づ
くハンドオーバが行われる場合に、基地局装置２により無線端末装置３が選択不可エリア
に在圏すると判定され、確実にハンドオーバが行われる。
【００７８】
　そして、ＭＲ作成部３０５は、生成したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔをデータ
送信部３０１へ送信する。
【００７９】
　また、ＭＲ作成部３０５は、通常のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをデータ送
受信部２０１から受信する。そして、ＭＲ作成部３０５は、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏ
ｎｔｒｏｌで指定されているハンドオーバ条件、例えば、電波強度の閾値などを取得する
。また、ＭＲ作成部３０５は、電波強度の測定結果を電波強度測定部３０２から定期的に
受信する。そして、ＭＲ作成部３０５は、受信した電波強度の測定結果がハンオーバ条件
を満たした場合、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを作成する。その後、ＭＲ作成部



(14) JP 6550746 B2 2019.7.31

10

20

30

40

50

３０５は、作成したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔをデータ送受信部３０１へ送信
する。
【００８０】
　次に、図９を参照して、本実施例に係る無線アクセスシステムにおける接続先の基地局
選択画面の提供処理の全体的な流れについて説明する。図９は、実施例１に係る無線アク
セスシステムにおける接続先の基地局選択画面の提供処理のシーケンス図である。ここで
は、無線端末装置３の電源をオンにした場合の接続先の基地局装置２の選択処理について
説明する。すなわち、ここで接続先切り替えのための通信を行う基地局装置２は、仮のサ
ービング基地局として選択された基地局装置２である。
【００８１】
　電波強度測定部３０２は、無線端末装置３の電源がオンになると、周辺基地局装置の電
波強度を測定する（ステップＳ１）。そして、電波強度測定部３０２は、電波強度の測定
結果をデータ送受信部３０１へ送信する（ステップＳ２）。
【００８２】
　データ送受信部３０１は、電波強度の測定結果を基地局装置２のデータ送受信部２０１
へ送信する（ステップＳ３）。
【００８３】
　データ送受信部２０１は、判定要求とともに電波強度の測定結果をエリア判定部２０２
へ送信する（ステップＳ４）。　
【００８４】
　エリア判定部２０２は、無線端末装置３が選択可能エリアに在圏しているか否かを判定
する（ステップＳ５）。ここでは、無線端末装置３が選択可能エリアに在圏している場合
で説明する。エリア判定部２０２は、周辺基地局装置の情報とともにリスト作成要求をリ
スト作成部２０３へ送信する（ステップＳ６）。
【００８５】
　リスト作成部２０３は、リスト作成要求を受信すると、周辺基地局装置の情報を用いて
周辺基地局リストを作成する（ステップＳ７）。そして、リスト作成部２０３は、作成し
た周辺基地局リストをデータ送受信部２０１へ送信する（ステップＳ８）。データ送受信
部２０１は、リスト作成部２０３から受信した周辺基地局リストを、基地局管理装置１の
データ送信部１０１へ送信する（ステップＳ９）。
【００８６】
　データ送受信部１０１は、周辺基地局リストを受信すると、リスト更新要求とともに周
辺基地局リストをリスト管理部１０２へ送信する（ステップＳ１０）。
【００８７】
　リスト管理部１０２は、リスト更新要求を受信すると、周辺基地局リストに記載された
各基地局装置２の負荷情報を基地局情報管理部１０３へ要求する（ステップＳ１１）。基
地局情報管理部１０３は、指定された基地局装置２の負荷情報、すなわち、ユーザ数及び
下りデータ量をリスト管理部１０２へ送信する（ステップＳ１２）。
【００８８】
　リスト管理部１０２は、基地局情報管理部１０３から取得した下りデータ量から空き下
りデータ量を算出する。そして、リスト管理部１０２は、ユーザ数及び空き下りデータ量
を周辺基地局リストに登録してリストの更新を行う（ステップＳ１３）。
【００８９】
　そして、リスト管理部１０２は、更新した周辺基地局リストをデータ送受信部１０１へ
送信する（ステップＳ１４）。データ送受信部１０１は、受信した周辺基地局リストを、
基地局装置２のデータ送受信部２０１へ送信する（ステップＳ１５）。
【００９０】
　データ送受信部２０１は、受信した周辺基地局リストをＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎ
ｔｒｏｌの作成要求とともにＭＣ管理部２０４へ送信する（ステップＳ１６）。ＭＣ管理
部２０４は、周辺基地局リストの情報を含む選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏ
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ｌを作成する（ステップＳ１７）。
【００９１】
　ＭＣ管理部２０４は、作成したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌ（図では、「Ｍ
．Ｃ．」と表示。）をデータ送受信部２０１へ送信する（ステップＳ１８）。データ送受
信部２０１は、受信したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌを、無線端末装置３のデ
ータ送受信部３０１へ送信する（ステップＳ１９）。
【００９２】
　データ送受信部３０１は、受信したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをリスト更
新要求とともにリスト管理部３０３へ送信する（ステップＳ２０）。リスト管理部３０３
は、リスト更新要求を受信するとＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌに登録された基
地局装置２の電波強度の測定要求を電波強度測定部３０２へ送信する（ステップＳ２１）
。
【００９３】
　電波強度測定部３０２は、電波強度の測定要求を受信すると、指定された基地局装置２
の電波強度を測定する（ステップＳ２２）。そして、電波強度測定部３０２は、電波強度
の測定結果をリスト管理部３０３へ送信する（ステップＳ２３）。
【００９４】
　リスト管理部３０３は、電波強度の測定結果を受信すると、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣ
ｏｎｔｒｏｌに登録された各基地局装置２の電波強度の情報を新しい測定結果に更新する
（ステップＳ２４）。次に、リスト管理部３０３は、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒ
ｏｌに登録された各基地局装置２のＣｅｌｌ　ＰＣＩ、並びに、電波強度、ユーザ数及び
空き下りデータ量を表示制御部３０４へ送信する（ステップＳ２５）。図９の「選択画面
用情報」が、各基地局装置２のＣｅｌｌ　ＰＣＩ、並びに、電波強度、ユーザ数及び空き
下りデータ量にあたる。
【００９５】
　表示制御部３０４は、各基地局装置２のＣｅｌｌ　ＰＣＩ、並びに、電波強度、ユーザ
数及び空き下りデータ量を用いて基地局選択画面を作成する。そして、表示制御部３０４
は、作成した基地局選択画面を表示部３０６に表示させ、利用者に提供する（ステップＳ
２６）。その後、表示制御部３０４は、利用者による基地局装置２の選択の入力を受ける
（ステップＳ２７）。
【００９６】
　次に、図１０を参照して、利用者による基地局選択後の接続先変更処理の流れについて
説明する。図１０は、基地局選択後の接続先変更処理のシーケンス図である。
【００９７】
　無線端末装置３の表示制御部３０４は、選択基地局装置の情報をＭＲ作成部３０５へ送
信する（ステップＳ３１）。
【００９８】
　ＭＲ作成部３０５は、選択基地局装置の情報を含むＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒ
ｔ（図では、「Ｍ．Ｒ．」と表示。）を作成する（ステップＳ３２）。そして、ＭＲ作成
部３０５は、作成したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔをデータ送受信部３０１へ送
信する（ステップＳ３３）。
【００９９】
　データ送受信部３０１は、受信したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを基地局装置
２のデータ送受信部２０１へ送信する（ステップＳ３４）。
【０１００】
　データ送受信部２０１は、受信したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔをハンドオー
バ処理部２０５へ送信する（ステップＳ３５）。ハンドオーバ処理部２０５は、Ｍｅａｓ
ｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔで指定された選択基地局装置に、無線端末装置３の接続先を
変更するハンドオーバ処理を実施する（ステップＳ３６）。
【０１０１】
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　次に、図１１を参照して、利用者による接続先の基地局装置２の選択中に無線端末装置
３からＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔが送信された場合の処理の流れについて説明
する。図１１は、接続先選択中にＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔが送信された場合
の処理のシーケンス図である。ここでは、無線端末装置３が、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣ
ｏｎｔｒｏｌに基づいてＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを作成し送信した場合につ
いて説明する。ここでは、既に、表示部３０６に基地局選択画面が表示されているものと
する。
【０１０２】
　無線端末装置３は、セル間を移動し、ハンドオーバ条件を満たす状態となる（ステップ
Ｓ４１）。このとき、ＭＲ作成部３０５は、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを作成
する（ステップＳ４２）。そして、ＭＲ作成部３０５は、作成したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎ
ｔＲｅｐｏｒｔをデータ送受信部３０１へ送信する（ステップＳ４３）。データ送受信部
３０１は、受信したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを基地局装置２のデータ送受信
部２０１へ送信する（ステップＳ４４）。
【０１０３】
　データ送受信部２０１は、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを受信すると、無線端
末装置３が在圏するエリアの判定要求をエリア判定部２０２へ送信する（ステップＳ４５
）。そして、エリア判定部２０２は、無線端末装置３の在圏エリアが選択可能エリアか否
かのエリア判定を行う（ステップＳ４６）。無線端末装置３の在圏エリアが選択可能エリ
アの場合、処理は、無線端末装置３が選択可能エリアに在圏する場合の処理手順であるス
テップＳ５０に進む。また、無線端末装置３の在圏エリアが選択不可エリアの場合、処理
は、無線端末装置３が選択不可エリアに在圏する場合の処理手順であるステップＳ６０に
進む。以下に、ステップＳ５０及びステップＳ６０の詳細について説明する。
【０１０４】
　まず、ステップＳ５０について説明する。基地局装置２は、周辺基地局リストの作成処
理を実行する（ステップＳ５１）。
【０１０５】
　表示制御部３０４は、利用者の基地局選択を受け、選択基地局装置の情報取得する（ス
テップＳ５２）。そして、表示制御部３０４は、選択基地局装置の情報をＭＲ作成部３０
５へ送信する（ステップＳ５３）。ＭＲ作成部３０５は、選択基地局装置の情報を含むＭ
ｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを作成する（ステップＳ５４）。そして、ＭＲ作成部
３０５は、作成したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔをデータ送受信部３０１へ送信
する（ステップＳ５５）。データ送受信部３０１は、受信したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲ
ｅｐｏｒｔを基地局装置２のデータ送受信部２０１へ送信する（ステップＳ５６）。
【０１０６】
　データ送受信部２０１は、選択基地局装置の情報を含むＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐ
ｏｒｔを受信する。そして、データ送受信部２０１は、新たな周辺基地局リストの作成が
完了している場合、受信したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを破棄し、新たに作成
した周辺基地局リストの情報を含むＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌを再送信する
。これに対して、新たな周辺基地局リストの作成が完了していない場合、データ送受信２
０１は、ハンドオーバ処理部２０５にＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを送信し、接
続先の基地局装置２を切り替えるハンドオーバ処理を実行させる（ステップＳ５７）。
【０１０７】
　次に、ステップＳ６０について説明する。この場合、無線端末装置３が選択不可エリア
に在圏するため、基地局装置２は、周辺基地局リストの作成は行わない。
【０１０８】
　表示制御部３０４は、利用者の基地局選択を受け、選択基地局装置の情報取得する（ス
テップＳ６１）。そして、表示制御部３０４は、選択基地局装置の情報をＭＲ作成部３０
５へ送信する（ステップＳ６２）。ＭＲ作成部３０５は、選択基地局装置の情報を含むＭ
ｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを作成する（ステップＳ６３）。そして、ＭＲ作成部
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３０５は、作成したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔをデータ送受信部３０１へ送信
する（ステップＳ６４）。データ送受信部３０１は、受信したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲ
ｅｐｏｒｔを基地局装置２のデータ送受信部２０１へ送信する（ステップＳ６５）。
【０１０９】
　この場合、無線端末装置３が選択不可エリアに在圏するため、基地局装置２の選択が行
えなくなっているので、データ送受信部２０１は、受信したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅ
ｐｏｒｔを破棄する（ステップＳ６６）。
【０１１０】
　さらに、図１２を参照して、無線端末装置３が選択不可エリアに在圏している場合の無
線アクセスシステムの処理の流れについて説明する。図１２は、無線端末装置が選択不可
エリアに在圏している場合の無線アクセスシステムの処理のシーケンス図である。この場
合も、無線端末装置３の電源がオンになった場合を例に説明する。
【０１１１】
　電波強度測定部３０２は、無線端末装置３の電源がオンになると、周辺基地局装置の電
波強度を測定する（ステップＳ７１）。そして、電波強度測定部３０２は、電波強度の測
定結果をデータ送受信部３０１へ送信する（ステップＳ７２）。データ送受信部３０１は
、電波強度の測定結果を基地局装置２のデータ送受信部２０１へ送信する（ステップＳ７
３）。データ送受信部２０１は、判定要求とともに電波強度の測定結果をエリア判定部２
０２へ送信する（ステップＳ７４）。　
【０１１２】
　エリア判定部２０２は、無線端末装置３が選択可能エリアに在圏しているか否かを判定
する（ステップＳ７５）。ここでは、無線端末装置３が選択不可エリアに在圏している。
そこで、エリア判定部２０２は、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌの作成要求をＭ
Ｃ管理部２０４へ送信する（ステップＳ７６）。
【０１１３】
　ＭＣ管理部２０４は、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌの作成要求を受けて、通
常のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌを作成する（ステップＳ７７）。そして、Ｍ
Ｃ管理部２０４は、作成したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをデータ送受信部２
０１へ送信する（ステップＳ７８）。データ送受信部２０１は、受信したＭｅａｓｕｒｅ
ｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌを無線端末装置３のデータ送受信部３０１へ送信する（ステップ
Ｓ７９）。
【０１１４】
　データ送受信部３０１は、受信したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをＭＲ作成
部３０５へ送信する（ステップＳ８０）。その後、ＭＲ作成部３０５は、電波強度測定部
３０２から受信した電波強度の測定結果を基に、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌ
で指定されたハンドオーバ条件を電波強度が満たすか否かを判定する。そして、ハンドオ
ーバ条件を満たした場合、ＭＲ作成部３０５は、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを
データ送受信部３０１へ送信する。
【０１１５】
　次に、無線端末装置３の電源をオンにした場合以外の場合の、選択用Ｍｅａｓｕｒｅｍ
ｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌの作成及び送信を実施するまでの処理の流れについて説明する。ま
ず、図１３を参照して、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌで指定されたハンドオー
バ条件を満たした場合のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔの送信処理の流れについて
説明する。図１３は、ハンドオーバ条件を満たした場合のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐ
ｏｒｔの送信処理のシーケンス図である。
【０１１６】
　電波強度測定部３０２は、周辺基地局装置の電波強度の測定を行う。そして、電波強度
測定部３０２は、周辺基地局装置の電波強度の測定結果をＭＲ作成部３０５に送信する（
ステップＳ８１）。
【０１１７】
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　ＭＲ作成部３０５は、電波強度測定部３０２から受信した電波強度の測定結果を基に、
ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌで指定されたハンドオーバ条件を電波強度が満た
したかを判定し、ハンドオーバ状態を検出する（ステップＳ８２）。ハンドオーバ状態を
検出すると、ＭＲ作成部３０５は、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを作成する（ス
テップＳ８３）。
【０１１８】
　そして、ＭＲ作成部３０５は、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔをデータ送受信部
３０１へ送信する（ステップＳ８４）。データ送受信部３０１は、受信したＭｅａｓｕｒ
ｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを基地局装置２のデータ送受信部２０１へ送信する（ステップＳ
８５）。
【０１１９】
　その後、基地局装置２は、例えば図９のステップＳ４以降の処理で示される、選択用Ｍ
ｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌの作成及び送信処理を行う（ステップＳ８６）。
【０１２０】
　次に、図１４を参照して、利用者からリストの更新要求を受けた場合の測定結果通知処
理の流れについて説明する。図１４は、利用者からリストの更新要求を受けた場合の測定
結果通知処理のシーケンス図である。
【０１２１】
　表示制御部３０４は、利用者からリスト更新要求を受信する（ステップＳ９１）。リス
ト更新要求を受信すると、表示制御部３０４は、周辺基地局装置の電波強度の測定要求を
電波強度測定部３０２へ送信する（ステップＳ９２）。
【０１２２】
　電波強度測定部３０２は、電波強度の測定要求を受けて、周辺基地局装置の電波強度を
測定する（ステップＳ９３）。そして、電波強度測定部３０２は、周辺基地局装置の電波
強度の測定結果をデータ送受信部３０１へ送信する（ステップＳ９４）。データ送受信部
３０１は、受信した測定結果を基地局装置２のデータ送受信部２０１へ送信する（ステッ
プＳ９５）。
【０１２３】
　その後、基地局装置２は、例えば図９のステップＳ４以降の処理で示される、選択用Ｍ
ｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌの作成及び送信処理を行う（ステップＳ９６）。
【０１２４】
　さらに、図１５を参照して、本実施例に係る無線アクセスシステムにおける選択により
接続先切替について説明する。図１５は、実施例１に係る無線アクセスシステムにおける
選択により接続先切替のフローチャートである。ここでは、無線端末装置３の電源がオン
にされた場合を例に説明する。
【０１２５】
　利用者により無線端末装置３の電源がオンにされる（ステップＳ１０１）。
【０１２６】
　電波強度測定部３０２は、周辺基地局装置の電波強度を測定する。データ送受信部３０
１は、周辺基地局装置の電波強度の測定結果を基地局装置２へ送信する（ステップＳ１０
２）。
【０１２７】
　データ送受信部２０１は、周辺基地局装置の電波強度の測定結果をデータ送受信部３０
１から受信し、エリア判定部２０２へ送信する。エリア判定部２０２は、周辺基地局装置
の電波強度を用いて無線端末装置３が選択可能エリアに在圏するか否かを判定する（ステ
ップＳ１０３）。
【０１２８】
　無線端末装置３が選択可能エリアに在圏する場合（ステップＳ１０３：肯定）、リスト
作成部２０３は、周辺基地局リストを作成する。そして、データ送受信部２０１は、リス
ト作成部２０３が作成した周辺基地局リストを基地局管理装置１へ送信する（ステップＳ
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１０４）。
【０１２９】
　データ送受信部１０１は、受信した周辺基地局リストをリスト管理部１０２へ送信する
。リスト管理部１０２は、周辺基地局リストに記載されている各基地局装置２のユーザ数
及び下りデータ量を取得する（ステップＳ１０５）。
【０１３０】
　リスト管理部１０２は、取得した下りデータ量から、各基地局装置２の空き下りデータ
量を算出する。そして、リスト管理部１０２は、取得したユーザ数及び算出した空き下り
データ量を対応する基地局装置２の欄に登録して周辺基地局リストを更新する。その後、
データ送受信部１０１は、リスト管理部１０２により更新された周辺基地局リストを基地
局装置２へ送信する（ステップＳ１０６）。
【０１３１】
　データ送受信部２０１は、更新された周辺基地局リストをＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏ
ｎｔｒｏｌの作成要求とともにＭＣ管理部２０４に送信する。ＭＣ管理部２０４は、選択
用ＭｅａｓｕｒｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌを作成する。データ送受信部２０１は、ＭＣ管理
部２０４が作成した選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌを無線端末装置３に送
信する（ステップＳ１０７）。
【０１３２】
　データ送受信部３０１は、選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌを受信する。
そして、データ送受信部３０１は、選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌを更新
要求とともにリスト管理部３０３へ送信する。リスト管理部３０３は、電波強度の測定を
電波強度測定部３０２に要求する。電波強度測定部３０２は、選択用Ｍｅａｓｕｒｅｍｅ
ｎｔＣｏｎｔｒｏｌに記載された周辺基地局装置の電波強度を測定する（ステップＳ１０
８）。
【０１３３】
　リスト管理部３０３は、周辺基地局装置の電波強度の測定結果を電波強度測定部３０２
から受信する。そして、リスト管理部３０３は、受信した測定結果から取得した周辺基地
局装置の電波強度、ユーザ数及び空き下りデータ量を表示制御部３０４へ送信する。表示
制御部３０４は、周辺基地局装置のＣｅｌｌ　ＰＣＩに、各周辺基地局装置の電波強度、
ユーザ数及び空き下りデータ量を対応させて表示する基地局選択画面を作成する。そして
、表示制御部３０４は、作成した基地局選択画面を表示部３０６に表示させる（ステップ
Ｓ１０９）。
【０１３４】
　利用者は、表示部３０６に表示された基地局選択画面を用いて、接続先とする基地局装
置２を選択し、選択基地局装置を表示制御部３０４に入力する（ステップＳ１１０）。
【０１３５】
　ＭＲ作成部３０５は、選択基地局装置の情報を含むＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒ
ｔを作成する。そして、データ送受信部３０１は、ＭＲ作成部３０５により作成されたＭ
ｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔを基地局装置２へ送信する。データ送受信部２０１は
、受信したＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔをハンドオーバ処理部２０５へ送信する
。ハンドオーバ処理部２０５は、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＲｅｐｏｒｔで指定された選択
基地局装置へ接続先を切り替えるハンドオーバを実行する（ステップＳ１１１）。
【０１３６】
　以上に説明したように、本実施例に係る無線アクセスシステムは、電源オン時やハンド
オーバ時といった接続先の基地局装置の選択時に、接続先の候補である基地局装置の電波
強度ととともに負荷情報を無線端末装置の利用者に提示し、接続先を選択させる。そして
、本実施例に係る無線アクセスシステムは、利用者に選択された基地局装置へ接続先を切
り替える。これにより、単に電波強度が最も強く通信状態が最良である基地局装置を常に
選択するのではなく、負荷状態を考慮した接続先の選択を行うことができる。これにより
、無線サービスのユーザ体感品質を向上させることができる。
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【０１３７】
　また、ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌを用いて周辺基地局装置の選択に用いる
情報を無線端末装置へ送信するため、新たな信号を定義しなくてもよく、従来の無線アク
セスシステムに対して少ない変更で接続先選択の判断に用いる情報を利用者に提供できる
。したがって、容易にユーザ体感品質を向上が実現できる。
【実施例２】
【０１３８】
　図１６は、実施例２に係る無線アクセスシステムのブロック図である。本実施例に係る
無線アクセスシステムは、優先順位を決定し、接続先の基地局装置２を選択させる場合に
利用者にその情報も合わせて提供することが実施例１と異なる。図１６に示すように、本
実施例に係る基地局管理装置１は、実施例１の各部に加えて優先順位判定部１０５を有す
る。以下の説明では、実施例１と同様の各部の動作については説明を省略する。
【０１３９】
　基地局装置２のリスト作成部２０３は、図１７に示す周辺基地局リスト４１１を作成す
る。図１７は、実施例２に係る周辺基地局リストの一例を示す図である。すなわち、本実
施例では、リスト作成部２０３は、各周辺基地局装置のＣｅｌｌ　ＰＣＩに対応させて優
先順位の欄を設けた周辺基地局リスト４１１を作成する。そして、リスト作成部２０３は
、データ送受信部２０１を介して基地局管理装置１に周辺基地局リスト４１１を送信する
。
【０１４０】
　リスト管理部１０２は、リスト更新要求とともに周辺基地局リスト４１１をデータ送受
信部１０１から受信する。そして、リスト管理部１０２は、基地局情報管理部１０３から
各周辺基地局装置のユーザ数及び下りデータ量を取得する。さらに、リスト管理部１０２
は、下りデータ量から空き下りデータ量を算出する。
【０１４１】
　次に、リスト管理部１０２は、各周辺基地局装置のユーザ数及び空き下りデータ量を優
先順位判定部１０５へ送信する。その後、リスト管理部１０２は、各周辺基地局装置の優
先順位を優先順位判定部１０５から取得する。
【０１４２】
　そして、リスト管理部１０２は、周辺基地局リスト４１１のＣｅｌｌ　ＰＣＩに対応さ
せて、各周辺基地局装置のユーザ数、空き下りデータ量及び優先順位を登録して更新し、
周辺基地局リスト４１２を作成する。その後、リスト管理部１０２は、作成した周辺基地
局リスト４１２をデータ送受信部１０１へ送信する。
【０１４３】
　優先順位判定部１０５は、各周辺基地局装置のユーザ数及び空き下りデータ量をリスト
管理部１０２から受信する。優先順位判定部１０５は、空き下りデータ量をユーザ数で除
算する。そして、優先順位判定部１０５は、除算結果が高い順番に周辺基地局装置に優先
順位を割り当てる。ここで、優先順位判定部１０５は、空き下りデータ量をユーザ数で除
算することで、無線端末装置３が使用できるおおよその下りデータ量を求めることができ
る。すなわち、優先順位判定部１０５は、無線端末装置３がその基地局装置２に接続した
場合のおおよそのスループットを用いて優先順位を決定する。
【０１４４】
　例えば、各周辺基地局装置のユーザ数及び空き下りデータ量が図１７の周辺基地局リス
ト４１２に示すような値であった場合で、優先順位の決定方法について説明する。Ｃｅｌ
ｌ　ＰＣＩがＡＡＡの基地局装置２では、空き下りデータ量をユーザ数で除算した結果は
、５０００００００である。また、Ｃｅｌｌ　ＰＣＩがＢＢＢの基地局装置２では、空き
下りデータ量をユーザ数で除算した結果は、２００００である。また、Ｃｅｌｌ　ＰＣＩ
がＣＣＣの基地局装置２では、空き下りデータ量をユーザ数で除算した結果は、５０００
０００００である。すなわち、優先順位判定部１０５は、除算結果の値が最大であるＣｅ
ｌｌ　ＰＣＩがＣＣＣの基地局装置２の優先順位を１番とする。次に、優先順位判定部１
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０５は、除算結果の値が次に大きいＣｅｌｌ　ＰＣＩがＡＡＡの基地局装置２の優先順位
を１番とする。最後に、優先順位判定部１０５は、除算結果の値が最小であるＣｅｌｌ　
ＰＣＩがＣＣＣの基地局装置２の優先順位を３番とする。
【０１４５】
　その後、優先順位判定部１０５は、各周辺基地局装置に割り当てた優先順位をリスト管
理部１０２へ通知する。
【０１４６】
　無線端末装置３のリスト管理部３０３は、周辺基地局リスト４１２の情報が格納された
選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌをデータ送受信部３０１から受信する。次
に、リスト管理部３０３は、選択用ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｎｔｒｏｌで指定された
周辺基地局装置の最新の電波強度を電波強度測定部３０２から取得する。そして、リスト
管理部３０３は、周辺基地局装置のＣｅｌｌ　ＰＣＩ、電波強度、ユーザ数、空き下りデ
ータ量及び優先順位を表示制御部３０４へ送信する。
【０１４７】
　表示制御部３０４は、周辺基地局装置のＣｅｌｌ　ＰＣＩ、電波強度、ユーザ数、空き
下りデータ量及び優先順位をリスト管理部３０３から受信する。そして、表示制御部３０
４は、予め決められたフォーマットに受信した情報を登録し、図１８に示す基地局選択画
面４１３を作成する。図１８は、実施例２に係る基地局選択画面の一例の図である。
【０１４８】
　表示制御部３０４は、作成した基地局選択画面４１３を表示部３０６に表示させ利用者
に提供する。利用者は、表示部３０６に表示された基地局選択画面４１３を参照し、接続
先の候補である基地局装置２の電波強度、ユーザ数、空き下りデータ量及び優先順位を基
に、接続先とする基地局装置２を選択する。
【０１４９】
　以上に説明したように、本実施例に係る無線アクセスシステムは、スループットの高い
順に優先順位を付けて接続先となる得る基地局装置の情報を利用者に提供する。これによ
り、利用者は、ユーザ数及び空き下りデータ量から自分で各基地局装置の状態を判定しな
くても、スループットからみてどの基地局装置がより好ましいかを容易に把握することが
でき、ユーザ体感品質と通信状態とのバランスを取ったより好ましい基地局装置を接続先
として選択することが容易となる。
【０１５０】
　ここで、実施例２では、求めた優先順位を利用者に提供し、利用者に接続先を選択させ
たが、通信強度が所定値以上の周辺基地局装置の中から最も優先順位が高い基地局装置を
無線端末装置３の接続先として自動的に切り替えを行ってもよい。
【０１５１】
　さらに、以上の実施例では、下りデータ量を用いて基地局装置の選択を行ったが、同様
の方法で上りデータ量に関しても監視を行い、接続先選択のための情報として利用者に提
供してもよい。
【０１５２】
　また、以上では、基地局装置とはべつの装置に基地局管理装置の機能を搭載した場合で
説明したが、基地局管理装置１の配置方法はこれに限らない。例えば、基地局装置に基地
局管理装置の機能を搭載させてもよく、また、基地局管理装置を独立させてネットワーク
上に配置してもよい。
【０１５３】
（ハードウェア構成）
　次に、図１９～図２１を参照して、基地局管理装置１、基地局装置２及び無線端末装置
３のハードウェア構成について説明する。図１９は、基地局管理装置のハードウェア構成
図である。図２０は、基地局装置のハードウェア構成図である。図２１は、無線端末装置
のハードウェア構成図である。
【０１５４】
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　図１９に示す基地局管理装置１は、基地局管理装置１を独立させてネットワーク上に配
置した場合の図である。例えば、図１のＳＧＷ１２など他の装置に基地局管理装置１の機
能を持たせる場合、図１９の各部に対応する資源を用いて基地局管理装置１の機能が実現
される。
【０１５５】
　図１９に示すように、基地局管理装置１は、プロセッサ９１１、メモリ９１２、ハード
ディスク９１３及び伝送路インタフェース９１４を有する。
【０１５６】
　メモリ９１２、ハードディスク９１３及び伝送路インタフェース９１４は、プロセッサ
９１１とバスで接続されている。
【０１５７】
　伝送路インタフェース９１４は、例えば、基地局装置２との間で通信を行うためのイン
タフェースである。
【０１５８】
　ハードディスク９１３は、図２及び図１６で例示したデータ送受信部１０１、リスト管
理部１０２、基地局情報管理部１０３、接続管理部１０４及び優先順位判定部１０５の機
能を実現するプログラムを含む各種プログラムを格納する。また、ハードディスク９１３
は、基地局情報管理部１０３が有する各種情報を格納する。
【０１５９】
　プロセッサ９１１は、ハードディスク９１３に格納された各種プログラムを読み出し、
メモリ９１２上に展開する。そして、プロセッサ９１１は、ハードディスク９１３及び伝
送路インタフェース９１４を用いて、メモリ９１２上に展開したプログラムを実行する。
これにより、プロセッサ９１１は、データ送受信部１０１、リスト管理部１０２、基地局
情報管理部１０３、接続管理部１０４及び優先順位判定部１０５の機能を実現する。
【０１６０】
　図２０に示すように、基地局装置２は、アンテナ９２１、アンプ９２２、ベースバンド
処理部９２３、プロセッサ９２４、メモリ９２５及び伝送路インタフェース９２６を有す
る。
【０１６１】
　アンテナ９２１は、無線端末装置３と無線通信を行うためのアンテナである。また、伝
送路インタフェース９２６は、基地局管理装置１と通信を行うためのインタフェースであ
る。
【０１６２】
　ベースバンド処理部９２３は、例えば、無線端末装置３同士の通信において送受信され
るデータに対するベースバンド処理を行う。また、ベースバンド処理部９２３は、プロセ
ッサ９２４から送出された信号に対してもベースバンド処理を施す。
【０１６３】
　アンプ９２２は、ベースバンド処理部９２３から出力された信号を増幅する。増幅され
た信号は、アンテナ９２１を介して無線端末装置３へ送信される。
【０１６４】
　メモリ９２５は、図２及び図１６で例示したデータ送受信部２０１、エリア判定部２０
２、リスト作成部２０３、ＭＣ管理部２０４及びハンオーバ処理部２０５の機能を実現す
るプログラムを含む各種プログラムを有する。
【０１６５】
　プロセッサ９２４は、メモリ９２５に格納された各種プログラムを読み出し実行するこ
とで、データ送受信部２０１、エリア判定部２０２、リスト作成部２０３、ＭＣ管理部２
０４及びハンオーバ処理部２０５の機能を実現する。
【０１６６】
　図２１に示すように、無線端末装置３は、アンテナ９３１、アンプ９３２、ベースバン
ド処理部９３３、プロセッサ９３４、メモリ９３５及びＬＣＤ（liquid　crystal　displ
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ay）９３６を有する。
【０１６７】
　アンテナ９３１は、基地局装置２と無線通信を行うためのアンテナである。ＬＣＤ９３
６は、例えば、図２及び図１６に例示した表示部３０６の機能を実現する。
【０１６８】
　ベースバンド処理部９３３は、例えば、基地局装置２との間の通信において送受信され
るデータに対するベースバンド処理を行う。また、ベースバンド処理部９３３は、プロセ
ッサ９３４から送出された信号に対してもベースバンド処理を施す。
【０１６９】
　アンプ９３２は、ベースバンド処理部９３３から出力された信号を増幅する。増幅され
た信号は、アンテナ９３１を介して基地局装置２へ送信される。
【０１７０】
　メモリ９３５は、図２及び図１６で例示したデータ送受信部３０１、電波強度測定部３
０２、リスト管理部３０３、表示制御部３０４及びＭＲ作成部３０５の機能を実現するプ
ログラムを含む各種プログラムを有する。
【０１７１】
　プロセッサ９２４は、メモリ９２５に格納された各種プログラムを読み出し実行するこ
とで、データ送受信部３０１、電波強度測定部３０２、リスト管理部３０３、表示制御部
３０４及びＭＲ作成部３０５の機能を実現する。
【符号の説明】
【０１７２】
　１　基地局管理装置
　２　基地局装置
　３　無線端末装置
　１１　ＰＧＷ
　１２　ＳＧＷ
　１３　ｅＮＢ
　１４　ＥＰＣ
　１５　Ｅ－ＵＴＲＡＮ
　２１　ＧＧＳＮ
　２２　ＳＧＳＮ
　２３　ＲＮＣ
　２４　ＮｏｄｅＢ
　２５　ＰＳドメイン
　２６　ＵＴＲＡＮ
　１０１　データ送受信部
　１０２　リスト管理部
　１０３　基地局情報管理部
　１０４　接続管理部
　１０５　優先順位判定部
　２０１　データ送受信部
　２０２　エリア判定部
　２０３　リスト作成部
　２０４　ＭＣ管理部
　２０５　ハンドオーバ処理部
　３０１　データ送受信部
　３０２　電波強度測定部
　３０３　リスト管理部
　３０４　表示制御部
　３０５　ＭＲ作成部
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